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　【
う
ら
へ
続
く
】

　

臨
時
国
会
24
日
開
会
。

「
安
倍
首
相
の
施
政
方
針

演
説
は
、
沖
縄
辺
野
古
新

基
地
、
森
友･

加
計
学
園

問
題
、
原
発
な
ど
、
国
民

に
説
明
す
べ
き
問
題
に
ま

っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
」

「
疑
惑
ま
み
れ
、
脅
し
、

強
権
。
戦
後
最
悪
の
反
動

政
権
だ
」
「
問
題
を
徹
底

的
に
議
論
し
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

片
山
さ
つ
き
大
臣
の
口

利
き
疑
惑
。
「
記
者
会
見

で
否
定
し
た
が
秘
書
が
金

を
も
ら
っ
た
の
は
事
実

だ
」
「
国
会
で
追
及
す
べ

き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
安
田
純
平
さ
ん
解
放
。

「
驚
い
た
。
武
装
勢
力
に

拘
束
さ
れ
て
か
ら
３
年
４

低
迷
家
計
を
直
撃

消
費
税
10
％
は
中
止
せ
よ

　

安
倍
首
相
は
、
来
年
10

月
か
ら
消
費
税
を
10
％
に

増
税
す
る
と
表
明
し
ま
し

た
。
し
か
し
経
済
の
実
態

は
深
刻
な
消
費
不
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
消
費
税
率

を
５
％
か
ら
８
％
に
引
き

上
げ
た
２
０
１
４
年
４
月

以
降
、
家
計
消
費
は
長
期

に
わ
た
っ
て
落
ち
込
ん
だ

ま
ま
で
す
（
図
）。

  

こ
の
よ
う
な
な
か
で
増

税
を
強
行
す
れ
ば
、
消
費

不
況
を
い
よ
い
よ
深
刻
に

し
、
日
本
経
済
と
国
民
の

生
活
に
重
大
な
影
響
を
も

た
ら
し
ま
す
。

  

政
府
は
、
食
料
品
な
ど

の
税
率
を
現
行
の
８
％
に

据
え
置
く
「
軽
減
税
率
」

を
導
入
し
、
影
響
を
緩
和

す
る
と
い
い
ま
す
が
、
今

の
８
％
よ
り
税
率
が
低
く

な
る
わ
け
で
は
な
く
、「
軽

減
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

消
費
税
は
低
所
得
層
ほ

ど
重
く
の
し
か
か
る
逆
進

性
が
強
い
不
公
平
な
税
制

で
、
貧
困
と
格
差
拡
大
に

追
い
打
ち
を
か
け
ま
す
。

こ
う
し
た
消
費
税
増
税
は

キ
ッ
パ
リ
中
止
す
べ
き
で

す
。
消
費
税
に
代
わ
る
財

源
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

大
も
う
け
し
た
富
裕
層
、

史
上
空
前
の
利
益
を
上
げ

て
い
る
大
企
業
に
、
応
分

の
負
担
を
求
め
る
税
制
改

革
に
よ
っ
て
生
み
出
す
こ

と
が
可
能
で
す
。

ヶ
月
も
た
っ
て
い
る
」「
無

事
で
良
か
っ
た
」
「
命
が

け
で
真
実
を
報
道
し
よ
う

と
し
た
。
自
己
責
任
論
の

バ
ッ
シ
ン
グ
は
筋
違
い

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
記

「オール沖縄」３連続勝利
　　那覇市長に城間氏再選

　　“新基地ノー”の民意固く

　

沖
縄
県
の
県
都
・
那
覇

の
市
長
選
が
21
日
投
開
票

さ
れ
、
辺
野
古
米
軍
新
基

地
建
設
に
反
対
す
る
「
オ

ー
ル
沖
縄
」
の
城し
ろ
ま間
幹
子

氏
（
67
歳
、
現
職
）
が
再

選
さ
れ
ま
し
た
。

　

玉
城
デ
ニ
ー
氏
が
圧
勝

し
た
９
月
30
日
の
知
事
選
、

豊と
み
ぐ
す
く

見
城
市
長
選
に
続
い
て

新
基
地
ノ
ー
の
強
固
な
民

意
を
示
す
歴
史
的
勝
利
で

す
。
安
倍
政
権
に
と
っ
て

厳
し
い
痛
撃
で
あ
り
、
政

権
の
土
台
を
大
き
く
揺
さ

ぶ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

城
間
氏
は
辺
野
古
新
基

地
反
対
、
デ
ニ
ー
県
政
を

支
え
、
連
携
す
る
こ
と
を

強
調
。
子
育
て
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
、
中
小
企
業

振
興
策
の
拡
充
な
ど
を
示

し
、
翁
長
前
知
事
が
掲
げ

た
「
平
和
で
誇
り
あ
る
豊

か
な
沖
縄
」
を
那
覇
市
か

ら
築
く
と
訴
え
、
共
感
を

得
ま
し
た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

者
暗
殺
。
「
事
件
の
背
景

は
見
え
見
だ
」
「
サ
ウ
ジ

は
、
い
ま
だ
王
子
の
関
与

を
認
め
て
い
な
い
」
「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
政
府
は
批
判

し
て
い
る
。
日
本
政
府
は

沈
黙
。
姿
勢
が
問
わ
れ
て

い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

緑
色
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質

の
発
見
で
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
受
賞
し
た
下
村
修
さ

ん
亡
く
な
る
（
19
日
、
90

歳
）。
「
戦
時
中
の
少
年

時
代
、
長
崎
で
原
爆
の
惨

禍
を
体
験
。
核
兵
器
の
廃

絶
と
平
和
の
尊
さ
を
訴
え

続
け
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

那
珂
市
長
が
東
海
第
２

原
発
再
稼
働
に
反
対
表
明

（
24
日
）。
「
市
民
団
体

の
要
望
書
提
出
を
受
け
、

再
稼
働
に
反
対
す
る
意
向

を
表
明
し
た
」
「
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
65
％
が
反

対
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

卓
球
の
福
原
愛
さ
ん
が

引
退
を
表
明（
21
日
）。「
爽

や
か
な
引
退
会
見
だ
っ

た
」
「
日
本
卓
球
界
発
展

止めよう！改憲発議
―この憲法で未来をつくる11・3国会前大行動―

　　　　11月 3日（土）　13:30 ～ 15:30
　　　　場所：国会正門前ステージ・北庭・南庭
　　　　　　・公園内・並木通・図書館前

　 開会挨拶 政党挨拶 各分野からの発言 行動提起

　主催：安倍９条改憲NO ！全国市民アクション

　　　　戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会

　

　

安
倍
首
相
は
、
９
月
の

自
衛
隊
高
級
幹
部
会
同
に

つ
づ
き
、
14
日
の
自
衛
隊

観
閲
式
で
の
訓
示
で
「
全

て
の
自
衛
隊
員
が
強
い
誇

り
を
持
っ
て
任
務
を
全
う

で
き
る
環
境
を
整
え
る
」

と
述
べ
、
自
衛
隊
明
記
の

９
条
改
憲
を
事
実
上
宣
言

し
ま
し
た
。

安
倍
首
相
、
憲
法
を
じ
ゅ
う
り
ん

自
衛
隊
を
政
治
利
用
す
る
暴
走

　  

自
衛
隊
観
閲
式
の
改
憲
宣
言

　

自
衛
隊
の
最
高
司
令
官

か
つ
内
閣
総
理
大
臣
と
し

て
の
改
憲
発
言
は
、
公
務

員
、
閣
僚
に
憲
法
の
尊
重

・
擁
護
を
義
務
づ
け
た
憲

法
99
条
を
じ
ゅ
う
り
ん
す

る
重
大
な
憲
法
違
反
で
す
。

　

ま
た
自
衛
隊
は
政
治
的

中
立
性
が
最
も
求
め
ら
れ

る
実
力
組
織
で
す
。
こ
の

自
衛
隊
を
自
ら
の
野
望
に

政
治
利
用
す
る
な
ど
、
絶

対
に
や
っ
て
は
な
ら
な
い

暴
挙
で
す
。

　

24
日
開
会
の
臨
時
国
会

が
ま
ず
や
る
べ
き
こ
と
は
、

常
軌
を
逸
し
た
首
相
の
暴

走
を
止
め
る
こ
と
で
す
。

改
憲
論
議
な
ど
論
外
で
す
。

ＮＴＴ西 子会社の契約社員

雇い止め撤回裁判で和解勝利

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
子
会
社
の
契
約

社
員
雇
い
止
め
撤
回
裁
判

は
名
古
屋
高
裁
で
、
会
社

は
解
雇
を
撤
回
し
て
合
意

退
職
扱
い
と
し
解
決
金
を

支
払
う
と
の
和
解
が
成
立

（
11
日
）。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
子
会

社
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
ア
ク
ト
」
は
、
光
回

線
の
営
業
を
下
請
け
事
業

者
に
移
す
と
し
て
、
契
約

社
員
を
大
量
に
雇
い
止
め

し
ま
し
た
。
契
約
社
員
の

６
人
が
雇
い
止
め
は
不
当

だ
と
し
て
、
会
社
に
地
位

確
認
と
未
払
い
賃
金
の
支

払
い
を
求
め
て
岐
阜
地
裁

へ
提
訴
。
昨
年
12
月
25
日

地
裁
判
決
は
全
員
の
雇
い

止
め
を
無
効
と
し
、
計
約

２
９
０
０
万
円
の
支
払
い

を
同
社
に
命
じ
ま
し
た
。

こ
れ
を
同
社
は
名
古
屋
高

裁
へ
控
訴
し
て
い
た
も
の

で
す
。

　

横
山
弁
護
団
長
は
、「
和

解
合
意
書
に
会
社
の
謝
罪

の
文
言
を
明
記
し
、
非
正

規
雇
用
の
雇
い
止
め
に

７
０
０
０
万
円
の
解
決
金

を
支
払
わ
せ
た
の
は
画
期

的
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

国際ペンの伝統を発展させ
　　　核のない世界を

　　日本ペンクラブが声明

　

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
は
17

日
、
声
明
「
国
際
ペ
ン
決

議
に
よ
り
核
の
な
い
世
界

の
実
現
を
呼
び
か
け
る
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

声
明
は
、
９
月
に
イ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
た
第
84
回

国
際
ペ
ン
大
会
で
「
非
核

化
」
決
議
が
採
択
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
作
成
さ
れ
た

も
の
。
「
非
核
化
」
決
議

は
、
国
際
ペ
ン
の
全
て
の

メ
ン
バ
ー
に
自
分
自
身
の

言
葉
を
駆
使
し
、
軍
縮
と

い
う
国
際
ペ
ン
の
伝
統
を

再
び
発
展
さ
せ
る
よ
う
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

声
明
で
は
「
核
廃
絶
・

核
兵
器
禁
止
に
む
け
た
ヒ

バ
ク
シ
ャ
（
核
の
犠
牲

者
）
と
世
界
の
人
々
の
願

い
に
応
え
、
一
日
も
早
く

核
の
な
い
世
界
を
実
現
す

る
た
め
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
心
か
ら
の
言
葉
に

よ
っ
て
世
界
に
訴
え
て
い

く
こ
と
を
誓
う
」
と
宣
言

し
て
い
ま
す
。

リ
ー
ズ
は
広
島
と
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
の
対
戦
に
な
っ

た
」
「
ド
ラ
フ
ト
会
議
で

は
高
校
生
３
人
に
１
位
指

名
が
集
中
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ガ
ソ
リ
ン
値
上
が
り
。

「
じ
わ
り
と
上
が
っ
て
い

る
」
「
中
東
情
勢
が
影
響

し
て
い
る
」
「
国
内
販
売

店
の
系
列
化
が
進
ん
だ
こ

と
も
高
止
ま
り
の
背
景
と

い
う
」

へ
の
貢
献
は
計
り
知
れ
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。
「
日
本
シ


